
取扱説明書

【ご使用前に必ず本書をお読みください。】
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２－１－２）設置および運搬

◆床が丈夫で水平な水はけの良い場所に設置してください。　

☆床が不安定な場合、本機の運転中に振動で移動し、思わぬ事故をまねく

注意

次の点に注意して設置および運搬してください。

☆床に水がたまった状態で使用すると感電の原因となる恐れがあります。

◆本機を運ぶときは取手をしっかり持って運搬してください。

☆本機を落下させ、思わぬ事故をまねく原因となります。

２－１－３）ホース類の接続

（１）吸水口に吸水ホースのねじ金具を

ねじ込みます。（図２）

（２）余水口にリリーフホースをしっか

りと差し込みます。（図２）

☆吸水ホースのねじ金具のパッキ

ンが切れたり、痛んでいる場合

は交換してください。

【EP461 吸水ホース用パッキン】

（３）吐出口に高圧ホースのねじ金具を

ねじ込みます。（図２）

☆高圧ホースのねじ金具のパッキ

ンが切れたり、痛んでいる場合

は交換してください。

【84001 ＯリングＰ-８】

恐れがあります。

図２

吸水ホース

吸水口
余水口

吐出口

リリーフ

高圧ホース

ホース

（４）圧力計ユニットのねじを検査対

象となる配管に接続します。

（図３）
図３

圧力計ユニット

検査対象配管

R1/2(PT1/2)
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２－１－４）収納ケース（タンク）に清水をためる

（１）収納ケース（タンク）の２／３

程度まで清水を貯めてください。

（２）吸水ホース、リリーフホースを

収納ケースに入れてください。

◆高圧ホースは消耗品です。常にチェックを行い、異常がない

　ことを確認のうえ使用してください。

警告

◆高圧ホース外装に傷やふくらみ、裂けがある場合は破裂する

☆１日４時間作業を実施した場合、約１年で１２００時間となります。

　危険がありますので直ちに交換してください。　　

【MP36７ 高圧ホース１ｍ】

◆直射日光があたらない乾燥した場所に保管してください。

◆高圧ホースの交換時期は使用状況によっても違いますが　

　１２００時間または、約１年をめどに交換するようにしてく

　ださい。

（図４）

（図４）

図４

◆泥水などは使用しないで、必ず清水を使用してください。

☆パッキン類、高圧ホースの劣化やポンプの損傷の原因となります。

◆温水は使用しないでください。本機は冷水作業用のポンプで

注意

　す。４０℃を越える温水は使用しないでください。　　
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２－2）運転

２－２－１）始動

◆圧力調整ノブをゆるめた状態でポンプスイッチをＯＮにして

☆圧力調整ノブを緩めないと、急に高圧水が噴射され事故やケガ、圧力計

注意

（１）ポンプスイッチ、脈動スイッチがＯＦＦになっていることを確認して、電源プ

プラグを電源に差し込みます。

（３）ポンプスイッチをＯＮにします。

ください。（図６）

図５ 図６

（２）圧力計ユニットのボールバルブAを開き、ボールバルブBを閉じてください。

（図５）

ボールバルブ B

閉
ボールバルブ A

開 圧力調整ノブ

緩む

の破損の原因となります。

機械側配管側

（１）リリーフホースから水が流れ出る

２－２－２）圧力の調整方法

ことを確認してから、圧力調整ノ

ブを回して所定の圧力に設定して

ください。

設定後はロックプレートで圧力調

整ノブをロックしてください。（図７）

　注）圧力が上がりすぎないよう、出荷時

　　　に圧力調整ノブの長さが固定ねじで

 設定されています。設定を変更しないようにしてください。

図７

減圧

ロック

加圧

ロックプレート
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２－３－１）送水

（１）圧力計ユニットのボールバルブＢを開き、検査対象配管へ送水します。

◆送水中は、圧力計の針の動きに注意してください。　　

☆検査対象配管に漏れ個所があった場合は、所定の圧力まで上昇せずにい

警告

つまでも漏水を続けることが考えられます。大きな漏れ個所があった場

合は、多量のテスト水が漏水し続けますので、漏水による感電やショー

トして発火する恐れがあります。

◆圧力は静水圧試験時２．５ＭＰａ、

　脈動水圧試験時２．０ＭＰａ以上に上げないでください。

☆無理に圧力を上げると、機器の破損の原因となります。

警告

２－３）送水・試験

◆検査対象配管内のエアーを完全に除去してください。　　

☆エアーが残っていると脈動圧力が発生しなくなり、脈動水圧試験の効果

注意

がありません。

◆必要であれば、検査対象配管にエアー抜き用のバルブを設け

てください。

ボールバルブAは開いた状態です。
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症　状 原　因 対　策

・フィルタの目詰まり・吸水しない ・フィルタを清掃する。

・リリーフバルブの磨耗 ・リリーフバルブを交換する。

じて圧力が正常に上がることを確認。

・ポンプから完全に空気が抜けるまで運

転させる。

・圧力が上昇しない

【EP131 リリーフバルブ】

・リリーフ弁座の磨耗 ・リリーフ弁座を交換する。

【MP347 リリーフ弁座】

・パッキンの磨耗 ・販売店または弊社へ修理依頼する。

・検査対象配管に水が充満

していない

・圧力計ユニットのボールバルブBを閉

・圧力が不安定 ・空気の混入 ・吸水ホースを完全に接続する。

・吸水ホース（フィルタ）を完全に水の

中に完全に沈める。

・異常音がする ・低電圧 ・１００Vの電源を使用する。

・『圧力が不安定』の欄を参照する。・空気の混入

・脈動しない ・脈動スイッチがＯＦＦの

状態

・脈動スイッチをＯＮにする。

・検査対象配管に空気が残

留している

・配管に空気抜き用のバルブを設けるな

・検査対象配管が柔らかす

ぎる

・脈動水圧試験は実施できません。

・配管の長さが長すぎる ・試験可能な長さに区切って実施する。

試験可能な配管長さは、Ｐ.16の表を

参照してください。

　どして配管内の空気を完全に除去する

・本機に内臓されている

タイマーの寿命

・使用状況によっては、使用開始後１年

未満であってもタイマーの寿命となる

場合があります。

販売店または弊社へ修理依頼してくだ

さい。

タイマーを交換するか、お買い上げの

【MP323  MP3タイマーGT3W】
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